
2050100 継続した包括支援の実施
幸

地域とつながっていると感じている人の割合
2

38 40 42 44 46 -
福 ％ 37.2

35.9 38.2 0 - - 0.0

02050200 介護予防の推進
暮

自分が心身ともに元気と感じている人の割合
3 ら

58 58.6 59.3 60 60.5 -
し ％ 57.1

57 58.4 0 - - 0.0

02050200 介護予防の推進
幸

地域に役立つ機会を持っていると感じている人の割合
4

30 33 36 39 42 -
福 ％ 28.8

30.7 32.1 0 - - 0.0

02050300 日常生活支援総合事業の適正な実施
暮

老後が不安なく暮らせると思っている人の割合
5 ら

14.6 14.8 15 15.2 15.4 -
し ％ 14.4

15.7 16.6 0 - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月26日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０５ 住みなれた地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤　修子

高齢者支援課長　鈴木　常明

一人一人が輝き、健やかで笑顔あふれるまちづくりのため、医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提供され、多

様な地域の社会資源で支えあい、住みなれた地域で安心し生きがいのある自分らしい暮らしを続けられるよう、地域包括ケ

アシステムの深化・推進を図ります。また地域包括支援センターの運営を活発に行うとともに、高齢者の増加を見据え介護

予防、認知症施策の推進、生活支援サービスの体制整備を推進します。

　

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

幸 地域とつながっていると感じている人の割合

1 38 40 42 44 46 -
％ 37.2

福 35.9 38.2 0 - - 0.0

暮 老後が不安なく暮らせると思っている人の割合

2 ら 14.6 14.8 15 15.2 15.4 -
％ 14.4

し 15.7 16.6 0 - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02050100 継続した包括支援の実施
暮

老後が不安なく暮らせると思っている人の割合
1 ら

14.6 14.8 15 15.2 15.4 -
し ％ 14.4

15.7 16.6 0 - - 0.0

0



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月26日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０５ 住みなれた地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤　修子

高齢者支援課長　鈴木　常明

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

02050300 日常生活支援総合事業の適正な実施
幸

いざという時に、頼れる相手がいる人の割合
6

69 70 71 72 73 -
福 ％ 68.8

72.5 70.8 0 - - 0.0



状

理解と普及啓発

の推進

況

を優先的に行います。

分析

(２) 基本施策の実現に影響する社会環境変化

(３) 政策との関連性

３．基本施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月26日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０５ 住みなれた地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤　修子

高齢者支援課長　鈴木　常明

地域包括ケアシステムの実現に向けて、在宅医療・介護連携推進事業や生活支援体制整備事業等を立ち上げ、一定程度取組

を進めて

政

きたところですが、社

 

会的環境の変化や高齢

 

者の増加を踏まえ、総

 

合計画期間において、

 

更に改善を図りながら

策

、

介護予防や認知症対

:

策、生活支援に多くの

基

市民が関われるような

本

仕組みづくりなど推進

施

していくこととなりま

策

す。

団塊の世代が75

:

歳に到達し高齢者人口

主

がピークを迎える20

管

25年、さらに団塊ジ

課

ュニア世代が65歳以

長

上となる2040年を

職

見据え

、高齢化進展に

・

よる医療や介護、地域

氏

支援体制の強化など地

名

域包括ケアシステムの

関

深化・推進の展開を図

係

っていく必要があ

りま

課

す。

政策のビジョン「

長

健やかで笑顔にあふれ

職

、互いに支えあうまち

・

」を目指すためのミッ

氏

ションである「支えあ

名

いの輪を広げ健

やかで

２

安心な暮らしを支援す

．

る」ための介護予防や

基

生活支援等を進め、地

本

域包括ケアシステムの

施

構築を推進します。

認

策

知症施策や介護予防・

の

日常生活支援総合事業

実

により、地域での介護

現

予防や生活支援の取り

に

組みを活発化させ、高

向

齢者が住

みなれた地域

け

で健やかに安心して暮

て

らし続けられる地域包

の

括ケアシステムの構築

現

を深化・推進します。

状

(２) 基本計画期間

を

内の取り組みと方針の

認

うち、平成30年度の

識

重点課題
・自立支援を

す

目指すために必要な介

る

護予防や生活に必要な

(

サービス等の仕組みづ

１

くりに取り組んでいき

)

ます。

・認知症に対す

 

る地域の理解と普及啓

基

発を推進します。

(３

本

) 基本計画期間及び

施

平成30年度重点課題

策

に基づく優先順位の考

目

え方
住みなれた地域で

標

いきいきと安心して暮

の

らし続けられるよう、

進

住民主体のサービスや

捗

認知症に対する地域の



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月26日 4頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０２ 健やかで笑顔にあふれ、互いに支えあうまちを目指します
０５ 住みなれた地域で暮らし続けられる地域包括ケアの実現

地域包括支援センター長  佐藤　修子

高齢者支援課長　鈴木　常明

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

02050100  継続した包括支援の実施
1

31,297 30,169 3.7 33,513 33,457 33,457 131,724

02050200  介護予防の推進
2

18,431 18,237 1.1 18,434 18,437 18,437 73,739

02050300  日常生活支援総合事業の適正な実施
3

0 0 0.0 0 0 0 0


